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 防災公園は、国が用意した復興交付金メニュ

ーの基幹事業(５省４０事業)である都市公園

事業として整備できる。当初は「被災地の復興

において津波災害に強い地域づくりを推進す

るため、津波被害を軽減する機能を有する都市

公園(津波防災緑地)の整備等を支援する」と、

目的を説明していた。 

 東日本大震災による津波で、樹林帯が漂流物

を捕捉して住宅地への被害を軽減したり、都市

公園内の丘が住民の避難地となったりした事

例もあり、多くの被災市町が復興計画に公園整

備を盛り込んだ。特に住民が移転して使いみち

がなくなった津波被災地の活用策として期待

されたのだった。 

■住宅と産業再建を優先 

 気仙沼市も、平成 23年 10 月に策定した震災

復興計画で南気仙沼地区(内の脇２・３丁目)に

グラウンドゾーン、尾崎地区に緑地ゾーンを計

画。グラウンドゾーンは防災緑地として１０．

５㌶、尾崎の緑地ゾーンは津波緩衝緑地帯とし

て１７．６㌶を整備する方針を住民説明会でも

説明。その用地は、被災宅地に限定しないで全

て買い取る方針を示していた。この事業では、

用地買収だけでなく、沈下した地盤を海抜１．

８㍍以上に盛り土することもでき、当初は期待

の大きな事業だった。 

 しかし、復興交付金の配分は住宅と産業の再

建が優先され、公園整備の計画は思う通りに進

まなかった。国が具体的な方向性を示したのは、

２５年３月の復興交付金の交付通知(第５回)。

復興のステージが上がったと判断して、基幹事

業の採択対象を拡大し、移転跡地を利用した津

波防災緑地や公園整備にも交付金を配分した。 

平成 26 年 3 月にスタートした「気仙沼復興レポート」。第 12 回は「防災公園の役割と

活用」をテーマに、南気仙沼地区と尾崎地区で計画している防災公園の在り方を考える。

小・中学校の校庭や公園に仮設住宅が建つ気仙沼市では、多目的な運動広場の整備を急ぐ

傾向にあるが、仮設住宅が解消された後の展望も必要だ。しかし、その議論は十分とはい

えない。防災公園の役割を整理するとともに、他市町の事例も参考にしながら、気仙沼市

全体の公園・広場の在り方も検証する。 
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■コスト縮減が条件 

 都市公園事業を採択の対象とした一方で、そ

の条件を①事業の目的と期待される機能に対

して合理的な規模の面積であること②主に移

転跡地や公有地を有効に活用するなど効率的

な整備を行うこと③周辺の工事で発生する残

土を盛り土に活用するなど可能な限りコスト

縮減が図られていること④基盤整備以外の施

設整備が事業の目的に照らして過大なものに

なっていないこと－などと提示した。 

この第５回配分で岩手県の野田村(城内・泉

沢・米田・南浜)、「千年希望の丘プロジェクト」

に取り組む宮城県の岩沼市、七ヶ浜町、福島県

の新地町の事業が採択されている。 

２６年３月の第８回配分では、基幹事業に付

随した効果促進事業を柔軟に運用する方針が

示された。復興庁は効果促進事業を「被災自治

体が自主的かつ主体的に実施する事業を可能

とした柔軟な制度」とアピールし、公園整備の

可能性も広がった。慰霊碑を設置する震災交流

広場の整備(相馬市)などの事例も紹介した。 

最近の第 10 回配分通知では、南三陸町の追

悼と鎮魂の場、避難築山をセットにした復興祈

念公園(約６㌶)が認められている。防

災公園に、防災集団移転促進事業の効

果促進事業(メモリアルゾーン整備)を

組み合わせて面積を確保した。 

■気仙沼は面積が課題に 

 気仙沼市は２６年５月の第９回復

興交付金申請に、南気仙沼地区と尾崎

地区への公園整備を盛り込んだ。復興

庁との事前調整によって、いずれも防

災公園とし、用地費を除いた総事業費

南気仙沼の構想図 

南三陸町の復興祈念公園 

岩沼市の「千年希望の丘」 
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は南気仙沼が５億４０５１万円、尾

崎が２億８８５０万円で申請。審査

の結果、尾崎は申請通りに認められ

たが、南気仙沼は２億３７７２万円

分の事業しか認められなかった。 

■尾崎は 17.6ha を 2.9ha に 

 一部不採択の原因は面積だった。

実は復興庁から適正規模を求められ

ていたので、尾崎は１７．６㌶の計画

を２．９㌶に減らし、南気仙沼も当初

の１０．５㌶を７．１㌶に縮小して申請してい

た。それでも南気仙沼は２．１㌶分しか認めら

れなかったのだ。 

結局、第１０回の交付金申請で南気仙沼の残

る５㌶も土地区画整理の効果促進事業を活用

した「復興市民広場」として認められたが、多

忙を極める被災自治体が再申請の手間を負う

ことになった。 

尾崎地区の公園以外の土地は、農地復旧など

で対応することにしている。 

 防災公園は津波からの一時避難が役割とさ

れ、津波から身を守る築山の整備が絶対条件と

なった。築山に付随する多目的広場は、平時は

スポーツやイベントに利用し、災害復旧期はガ

レキ置き場や救援活動拠点などに使用するこ

とを想定している。 

築山の面積は、半径５００㍍以内の避難想定

者数から算出(避難者１人当たり２平方㍍)し、

駐車場や広場の面積にも影響する。南気仙沼と

尾崎は最大５０人の避難を想定し、築山の頂上

に１００平方㍍の平場を確保した。その平場に

あずまやを整備し、避難者が孤立しても一定時

間を過ごせるようにする計画だ。 

 いまのところ、防災公園は両地区とも２６年

度内の設計、２７年度内の完成を目指している。 

■避難築山の高さは堤防以下 

 逃げ遅れた人のために整備する築山の高さ

は、レベル１津波(数十年から百数十年に一度

の頻度で発生する津波)対応の防潮堤を整備し

た後、東日本大震災と同じレベル２津波が発生

し場合の浸水想定をもとに決めた。 

 尾崎地区の場合は、地盤を１．８㍍まで盛り

土すると、レベル２津波の浸水想定は１㍍、そ

こに余裕高として３㍍をプラスして、海抜６㍍

と設定した。この高さは周辺に整備される防潮

堤の高さ７．２㍍よりも低い。防潮堤が津波制

御の機能をフルに発揮した上での浸水想定の

ため、これでも避難者の安全は確保されること

を前提としている。課題はあるが、この築山が

なければ防災公園として復興交付金で整備す

ることは困難だった。 

南気仙沼地区は同様の計算で８㍍の高さに

なり、大川の堤防高５㍍を上回っている。 

■限定される補助対象施設 

 補助対象は、用地取得と施設整備で、施設整

備は都市公園法施行令で定める補助対象施設

に限定された。この施行令では、ベンチや休憩

所、駐車場、トイレ、野外劇場なども補助対象

としているが、実際に復興庁が認めている施設

は少ないようだ。なお、原則として面積が２㌶

レベル 2津波 

レベル 1 堤防 

築山 

尾崎の築山と堤防のイメージ 

尾崎の構想図 
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以上、総事業費２．５億円以上を補助要件とし

ている。基本は施設整備の二分の一、用地取得

の三分の二は地方負担になるのだが、交付税措

置によって国が全額負担する仕組みになって

いる。 

 気仙沼市は防災公園整備に当たって、避難築

山、多目的広場、駐車場、緑地のほか、あずま

や、トイレ、ベンチなどを設置する考えを説明

している。 

 広場を含めた面積や施設整備に関する具体

的な条件については不透明で、復興庁の宮城復

興局も「計画の中身による。一概には言えない」

としている。 

 土地区画整理の隣

接地に防災公園を整

備する福島県いわき

市では、避難者を風雨

から守るため、ドーム

シェルター(上図)の整備が防災公園事業の中

で認められている例もある。岩沼市では「千年

希望の丘防災公園整備事業」として 31 億円の

事業に交付金が配分されている。 

 岩沼市の場合は、１５カ所に築山(希望の丘)

を予定しているが、１０カ所ほどの財源は未定

だという。その理由は、避難者数の想定、そし

て移転跡地の規模である。寄付を募って整備費

用を工面しようとしているが、震災から３年が

過ぎたあたりから思うように集まらなくなっ

ている。 

 災害危険区域内土地利用計画を策定した亘

理町も、構想と現実の差に苦しめられている。

沿岸の荒浜地区にメモリアルパークとスポー

ツパーク、避難築山の整備などを計画したが、

災害復旧以外のパークゴルフ場整備などは財

源の見通しが立っていないのだ。 

 防災公園事業を活用して、沿岸部の賑わい創

出を目指す被災自治体に対し、増税によって財

源を確保している復興交付金を厳しくチェッ

クする復興庁。５年間に設定していた集中復興

期間は２７年度で期限切れとなるため、国へ予

算確保の要望活動が続けられている。 

■膨らむ住民の期待 

 防災公園の整備内容が制限される一方で、

新たな公園に対する住民の期待は膨らんでい

る。尾崎地区の防災公園を対象に２７年１月

に開かれた意見交換会には、中学生を含めた

住民５０人以上が参加。ワークショップ形式

で、公園の活用方法についてさまざまな提案

を出し合った。 

 公園の内容については、面瀬小学校の６年

生も「総合的な学習の時間」でアイデアをま

とめている。サッカーや野球ができる多目的

広場、ペットを連れて散歩できる遊歩道の整

備、震災を伝える機能などを提案していると

いう。 

 意見交換会に参加した中学生からは、バス

ケットボールのゴール設置、室内練習場の整

備、子供用の砂場や噴水などのアイデアが出

た。住民からは築山と尾崎神社の一体化、記

念碑建立、子供向け遊具の設置、防災林と合

わせた計画づくり、桜並木の整備などが要望

された。  

都市公園法施行令による補助対象施設 

園路 広場 修景施設 休憩所 ベンチ 野外

卓 キャンプ場 ブランコ 滑り台 シーソー 

ジャングルジム 砂場 徒捗池 運動施設(ゴル

フ場とゴルフ練習場を除く) 自然生態園 野鳥

観察所 野外劇場 野外音楽堂 体験学習施設 

駐車場 トイレ 時計台 水飲み場 管理事務

所 門 柵 苗畑 照明施設 水道 発電施設 

井戸 暗渠 展望台 備蓄倉庫など 
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住民を守った尾崎神社 

 防災公園が計画されている尾崎地区に

は、震災前に 90 世帯 304 人が暮らしてい

た。このうち 26 人が津波の犠牲になった

が、海抜約 10 ㍍の小高い丘の上にある尾崎

神社に避難した住民約 30 人がギリギリの

ところで助かっている。体を樹木に縛り付

けたり、神社の屋根に上ったりするほど緊

迫したという。 

 地域のコミュニティーの中心だった神社

では、住民みんなで元朝参りすることが恒

例になっていた。境内には桜の木があり、

花見も楽しんだ。 

 津波によって地域は壊滅し、自治会も解

散した。地区内は災害危険区域に指定され、

防災公園の計画が出たことで戻って家を再

建しようといる人はいなかっが、神社は心

の拠り所にされている。 

日本地理学会津波被災マップ 
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 防災公園の多目的広場には、運動場として

の期待が高まっている。気仙沼市内の中学校

13 校のうち 10校の校庭に仮設住宅が建ち、

公園、運動広場、野球場、テニスコートなど

も利用できなくなったから、その代替施設と

して注目されているのだ。このため、防災公

園の多目的広場はさまざまな競技に利用でき

るように、ほとんど手を加えない可能性があ

る。 

 しかし、冷静に考えてみると、防災公園が

完成して１、２年の間に仮設住宅の多くが解

消され、校庭や運動場が再び利用できるよう

になる。十分に野球できる広い敷地の反松公

園のように、震災前の利用率が低く、膝より

高い雑草が生い茂っていた公園もある。人口

が減少し、少子高齢化が進み、団体の球技人

口も減っていく中で、こんなにたくさんの広

場を私たちは利活用できるのだろうか。 

■市全体で機能分担 

 ２つの防災公園のほかに、土地区画整理内

には新たな都市公園ができ、閉校する気仙沼

西高校の跡地、移転して復旧する気仙沼向洋

高校の跡地、そして少子化に伴って統廃合し

ていく小・中学校の跡地も増えていく。それ

ぞれの広場を地域内で利用しようとするので

はなく、市全体のビジョンの中で機能を分担

し、役割を特化していく視点が欠かせない。 

 そのためには、それぞれの立地に合わせた

役割を考えなければならない。例えば、南気

仙沼の防災公園の近くには、大規模な災害公

営住宅が建ち、隣には気仙沼中央公民館が復

旧する。一部の市民の間では、健康にいいパ

ークゴルフ場を期待する声が高まっているよ

うに、「多目的」だけでない選択肢がある。 

尾崎の防災公園には野球場ほどの広さがあ

る多目的広場ができるが、住民が期待するサ

ッカーや野球をどの程度の頻度で利用するか

は調査していない。そもそも、都市公園とい

う位置づけなので都市計画課が計画づくりを

担当しているが、利用者に近い教育委員会は

説明会や意見交換会に参加していないのであ

る。30 年に完成予定の新たな中央公民館との

連携を含めて、市役所内の部署間連携を強め

る必要がある。 

 また、役割や機能を議論していく中で、周

辺を含めたグランドデザインも求められる。

尾崎なら、具体的な復興事業がない片浜地区

を含めた土地利用方針、三陸道のインターチ

ェンジとの位置づけも重要である。登米市津

山町の道の駅「津山もくもくランド」のよう

に、家族連れのドライバーが休憩できるよう

な公園機能も検討してほしい。 

 復興交付金の活用には限界があるため、気

仙沼市には別な財源を確保する努力が求めら

れる。岩沼市のように寄付金を集める手法も

ある。防災公園にとらわれず、周辺整備を含

めた柔軟な発想を期待したい。震災の風化、

三陸道の開通を見据えて、南三陸町、陸前高

田市などとの連携も模索しなければならない

だろう。 

気仙沼復興レポートのバックナンバーは今川悟ホームペ

ージで公開中です。  http://imakawa.net 
❶少子化と人口減少❷防潮堤問題❸復興予算の限界❹鉄路

復旧とＢＲＴ❺高校再編❻災害公営住宅❼仮設住宅❽財政

シミュレーション❾災害危険区域❿震災遺構⓫人手不足 

公園の総合計画を 

http://imakawa.net/

